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論 文 内 容 の 要 旨 

靴は我々の生活には欠かせないものであり，外的環境による刺激から足を保護し，歩行などの移

動動作を円滑にする役割を持つ．靴はアッパー，ソールおよびヒールと呼ばれる部位で構成されて

おり，靴が持つ機能を最大限に発揮するために最も重要なことは靴の構造などが足の形状に適合す

ることである．そのような足履きの良さを表すフィット性は使用者が求める靴の機能の中でも重要

視されており，靴のアッパー部の構造が大きく影響する．靴のフィット性を高める要素を検討する

ためには，フィット性を定量的に評価する必要がある．そこで本研究では，フィット性の評価に資

する歩行中の足甲接触圧に影響を与える要因について，靴下の有無，靴甲部素材の違いおよび靴ひ

もを締める強さの違いに着目して，それらが歩行中の足甲接触圧に与える影響を検討することを目

的とした．  

第二章では，靴下の有無に着目し靴着用時における歩行中の足甲接触圧を検討した．その結果，

歩行指標においては靴着用条件間の差は認められず，靴下のみでの歩行においてステップ長の減少

が生じ，これは滑り易い歩行様式をとっていたことが考えられる．足甲接触圧においては，靴下の

み条件に比べ靴着用条件において足甲接触圧の有意な増加が認められ先行研究を支持する結果とな

ったが，靴着用時の靴下の有無間では足甲接触圧の変化様態は類似している一方で，主観評価にお

いては靴下着用時の評価が靴下無し時の評価に比べて有意に高かった．これらのことから，主な素

材が綿である靴下では靴着用時の靴下の有無は歩行中の足甲接触圧および歩容への影響は小さいこ

とを示唆する結果となった．しかしながら，特定の靴下および靴条件下においてのみの検討である

ため，今後は使用用途によって異なる種々の靴下および靴に対して網羅的に検討を進めていく必要

がある． 

第三章では，靴甲部素材の違いに着目し靴着用時における歩行中の足甲接触圧を検討した．その

結果，歩行指標および主観評価への条件の影響は小さく本研究のような短時間の歩行課題において

は靴甲部素材の違いのみでは靴着用者が知覚できるほど差が生じることはなかった．足甲接触圧に

おいては，合成皮革が綿に比べて高い接触圧を示した部位がみられたが，足部の変形や荷重が生じ

る部位であったため，素材の変形特性の違いにより足部への追従性に差が生じたことで足部と靴の

接触のしやすさにも差が生じたのではないかと考えられる．しかしながら，本研究の結果からは靴

甲部素材の違いにより靴甲部の変形にどのような違いが生じるのか検討できていないため，今後は

素材の特性に加えて靴の構造による変形特性を明らかにする必要がある． 

第四章では，靴ひもを締める強さの違いに着目して靴着用時における歩行中の足甲接触圧を検討

した．本研究において設定した靴ひもの締め具合の調整方法は，靴着用者の足部周囲径を変数とし，

算出式の係数を調整することによって期待通りの靴ひもの締め具合に調整できたと考えられる．歩

行指標においては，靴ひもをゆるく締めた場合は靴のサイズが大きい靴を履いた場合と同様の影響

が生じると考えられ，靴内部で足部が動いたために歩行の推進力をうまく床面に伝えることができ

なかったために，靴ひもをゆるく締めた条件できつく締めた条件と比較して立脚期および両脚支持

期の短縮，遊脚期の延長，ステップ長の減少といった差が生じたのではないかと考えられる．足甲



接触圧は靴ひもをきつく締めた条件で最も高い接触圧を示し，中間程度に締めた条件とゆるく締め

た条件間で差がみられた部位は少なかった．また主観評価においては，中間程度に締めた条件で最

も高い評価となり，きつく締めた条件，ゆるく締めた条件と続いた．中間程度に締めた条件ときつ

く締めた条件との間には評価に有意な差が認められない項目もあった．以上のことから，接触圧が

高くなることが一概に歩行指標および主観評価に影響を与えるわけではなく，むしろ接触圧が低い

場合でも靴内部で過剰に足部が動くことによって歩行の推進力をうまく伝達できず，また主観的な

評価でも低評価につながることが示唆された．しかしながら，靴ひもによる影響は締め具合のみな

らず，ひもの太さや素材，伸縮性，靴の鳩目の数および間隔など多岐にわたっているため，今後は

それらの要因を含めた靴ひもの影響を考慮に入れた足甲接触圧への影響を検討していく必要がある． 

以上より，靴着用時における歩行中の足甲接触圧に影響を与えるそれぞれの要因の特徴が示され

た．足甲接触圧へ影響を与える要因は多岐にわたり複雑であるため，すべての要因を網羅的に明ら

かにするには今後の継続した検討が必要不可欠であるが，本研究で得られた知見は足と靴のフィッ

ト性評価を可能にする指標として重要な結果を示していると考えられる． 

  


